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「顔
の
線
を
描く
時
は
小
指
で
軽
く
紙
を
押
さ
え
、
持
っ
て
い
る

筆
は
、
小
指
の
動
き
に添
っ
て
、
す
ー
と
描
き
ま
し
よ
う
J
講
師
の

尾
崎
四
郎
さ
ん

（
弘
前
南高
校
教
諭
）
の
指
導
で
、
下
絵
描
き
か
ら

色
塗
り
、
骨
張
り
と
、
ニ
日
が
かり
の
挑
戦
で
す
。
小
・
中
学
生
と

父
母
六
十
人
が
参加
し
ま
し
た
。
北
風
に
、
グ
ン
グ
ン
の
音
を
響
か

せ
て
、
天
高
く
舞
う
津
軽
凧
、早
く
見
た
い
な
。
 

発行五所川原市役所ノ編集企画調整課〒037 五所川原市字岩木町12番地合閥35 - 2111番 

成6年
シンボルマーク

‘童鶏Ⅷ
12月28日現在()内は前回比、男23.706(+16)女26.302(+4)計50.008(+20)世帯16.805(+11)

‐
ー

い
い
な

親
子
で
津
軽
凧
づ
く
り

F可

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
ｃ
き
っ
と
お
役
に
虻
ち
ま
す
。

「
顔
の
線
を
描
く
時
は
小
指
で
軽
く
紙
を
押
さ
え
《
持
っ
て
い
る

筆
は
、
小
指
の
動
き
に
添
っ
て
《
す
ｌ
と
描
き
ま
し
ょ
う
四
講
師
の

尾
崎
四
郎
さ
ん
（
弘
前
南
高
校
教
諭
）
の
指
導
で
へ
下
絵
描
き
か
ら

色
塗
り
、
骨
張
り
と
、
一
一
日
が
か
り
の
挑
戦
で
す
。
小
・
中
学
生
と

父
母
六
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
北
風
に
へ
グ
ン
グ
ン
の
音
を
響
か

せ
て
、
天
高
く
舞
う
津
軽
凧
、
早
く
見
た
い
な
。

【
４

発行五所川原市役所／編集企画調整課〒037五所川原市字岩木町12番地壷㈹35-2111番

一ー＝－



⑥
社
 
団
 
法
 人
 

五
 
所

川
原
 

年
会

議
所
 

（
木
村吉
幸
理
事
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）
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受
賞
の
功
績

一
 

守とお目」表彰式 

市の活性化に貢 

平成 6年1月15日 2 

市
制
施
行
四
十
周
年
を
記
念
し
て
、
今
年
か
ら
、
個
性
豊
か
で魅

力
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
とづ
く
り
を
進
め
、
市
の
活
性
化
に
著
し
く
貢

献
の
あ
っ
た
、
個
人
又
は
団
体
に
は
「
ふ
る
さ
と
大
賞」
が
贈
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
、
記
念
す
べ
き
第
一
回
の
表
彰
式
が一
月
四
日
市
長

公
室
で
行
われ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。
 

⑥
特
別
認
可
法
人
 

五
 
所
川
原

商
 
工
 
会
議
所
 

（川
村
恒
儀
会
頭
）
 

両
会
議
所
は
、昭
和
三
十
九
年
以
来
、
市
の
夏
ま
つ
り
と
し
て
、
 

民
族
学
的
に
も
評
価
の
高
い
 
「
虫
お
く
り
」
 
の
運
営
に参画
し
、
そ

の
保
存
伝
承
に
努
め
ら
れ
、更
に
、
昭
和
四
十
八
年
よ
り
、
 「火
ま

つ
り
」
を
加
え
「
虫
お
く
り
と
火
ま
つ
り
」
を
全
国
的
な
祭
り
に
育

で
あ
げ
ま
し
た
。
 

,
 

市の活性化に貢献

ふるきご乏謂錨羅識縛需
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両
会
議
所
は
、
昭
和
三
十
九
年
以
来
、
市
の
夏
ま
つ
り
と
し
て
、

民
族
学
的
に
も
評
価
の
高
い
「
虫
お
く
り
」
の
運
営
に
参
画
し
、
そ

の
保
存
伝
承
に
努
め
ら
れ
、
更
に
、
昭
和
四
十
八
年
よ
り
、
「
火
ま

つ
り
」
を
加
え
「
虫
お
く
り
と
火
ま
つ
り
」
を
全
国
的
な
祭
り
に
育

て
あ
げ
ま
し
た
。

市
制
施
行
四
十
周
年
を
記
念
し
て
今
年
か
ら
、
個
性
豊
か
で
魅

力
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
進
め
誇
市
の
活
性
化
に
著
し
く
貢

献
の
あ
っ
た
、
個
人
又
は
団
体
に
は
「
ふ
る
さ
と
大
賞
」
が
贈
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
へ
記
念
す
べ
き
第
一
回
の
表
彰
式
が
一
月
四
日
市
長

公
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。
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災
害
の
無
い
明
る
い
年
を
願
い
、
市
消
防
団
（
加
納
金
作
団
長
）
 

の
出
初
式
が
、
 一
月
四
日
、
 ー
ッ谷
の
中
村
整
形
外
科
病
院
通
り
を

会
場
に
、
団
員
大
百
四
十
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

冷
た
い
北
西
の
風
の
中
、
団
員
達
は
、佐
々
木
柴
造
観
閲
者

（
市

長
）
よ
り
、
人
員
服
装
機
潜

喰
を
受
け
た
あ
と
、
堂
々
の
分
列
行

進
に
入
り
、
更
に
、
見
事
な
纏
振
り
（
小田
桐
実
指揮
者
）
を
被
露

し
新
春
を
祝
い
ま
し
た
。
 

市
消
防
団
 

メ
モ
 

市
の
消
防
団
員
は
、
自

ら
の
手
で
災
害
か
ら
郷
土

を
守
ろ
う
と
す
る
各
地
区

の
住
民
有
志
で組
織
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

日
常
は
、各
自
の
職
業

に
従
事
し
て
い
ま
す
が
、
 

い
ざ
、
火
災
、
風
水
害
等

が
発
生
し
た
時
は
、
消
防

団
員
の
特
質
を
生
か
し
、
 

市
民
の
た
め
、防
災
活
動

を
、
幅
広
く
積
極
的
に
展

開
し
て
い
ま
す
。
 

平成5年度 

マイスターゼミナール開催 

3 平成6年1月15日 

西北地域の農業青年、一般農

業者が一堂に会して、農産物自

由化と、今後の方向について話

し合います。 

日時 平成6年2月 2 日（水） 

午後1時～4時 

場所 五所川原市中央公民館

講演 「農産物の自由化時代を

迎えて～どうするコメとリンゴ」 

講師 全国農協中央会農業対 

策部次長 小橋鴨之氏

主催〇津軽西北五地城市町村圏

協議会 

C五所川原地区農業経営士・青

年農業士会 

赤

十
｛
子
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口
貝
 

増
強
運
動
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ザ
」
功
伽
＋
刀
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骨
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ノI
 

日
赤
五
所
川
原
市
地
区
 

日
本
赤
十
字
社
は
、
事
業
の
趣

旨
に
協
賛
す
る
社
員
の
拠
出
金
と

寄
付
金
に
よ
「
て
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
 

本
年
も
ニ
月
一
日
か
ら
、
県
内

一
斉
に
社
員
の
増
強
運
動
が
は
じ

ま
り
ま
す
。
近
く
、
皆
さ
ん
の
ご

家
庭
に
奉
仕
者
が
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、
一
世
帯
一
人
は
社
員
に
な

り
赤
十
字
事業
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

▽
社
員
の
種
類
 

①
一
般
社
員
ー
毎
年
五
百
円
以
上

②
銀
色
特
別
社
員
ー
 年
千
円
以
上

③
金
色
特
別
社
員
T
毎
年
三
千
円

以
上

（
銀色
特
別
社
員
完
了
の
人
 
 

は
毎
年
ニ
千
円
）
 

④
銀
色
有
功
章
社
員
ー
二
＋
万
円
 

以
上
（
三
年
払
い
で
も
可
）
 

⑤
金
色
有
功
章
社
員
ー
五
十
万円
 

以
上

（
三
年払
い
で
も
可
）
 

▽
主
な
事
業
 ①
国
際
活
動
（
大
 

災
害
な
ど
で
の
援
助
活
動
）
 

②
災
害
救
護
活
動
（
国
内
の
災
害
 

で
の
救
護
活
動
）
 

③
医
療
活
動

（
大災
害
時
の
医
療
 

救
護
活
動
）
 

④
血
液
事
業
（
血
液
を必
要
と
す
 

る
と
き
の
供
給
）
 

⑤
救
急
法
、
水
上
安
全
法
、
家
庭
 

看
護
法
の
講
習
 

⑥
青
少
年
赤
十
字
（
こ
ども
赤
十
字
）
 

⑦
赤
十
字
奉
仕
団
（
災
害
時
の
救
 

護
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）
 

▽
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合
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災
害
の
無
い
明
る
い
年
を
願
い
、
市
消
防
団
（
加
納
金
作
団
長
）

の
出
初
式
が
、
一
月
四
日
、
一
シ
谷
の
中
村
整
形
外
科
病
院
通
り
を

会
場
に
、
団
員
六
百
四
十
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

冷
た
い
北
西
の
風
の
中
、
団
員
達
は
、
佐
々
木
柴
造
観
閲
者
（
市

長
）
よ
り
、
人
員
服
装
機
械
点
検
を
受
け
た
あ
と
、
堂
々
の
分
列
行

室
し
』
い

進
に
入
り
、
更
に
、
見
事
な
纏
振
り
（
小
田
桐
実
指
揮
者
）
を
披
露

し
新
春
を
祝
い
ま
し
た
。

《
４

市
の
消
防
団
員
は
、
自

ら
の
手
で
災
害
か
ら
郷
土

を
守
ろ
う
と
す
る
各
地
区

の
住
民
有
志
で
組
織
さ
れ

て
い
ま
す
。

日
常
は
、
各
自
の
職
業

に
従
事
し
て
い
ま
す
が
、

い
ざ
、
火
災
、
風
水
害
等

が
発
生
し
た
時
は
、
消
防

団
員
の
特
質
を
生
か
し
、

市
民
の
た
め
、
防
災
活
動

を
、
幅
広
く
積
極
的
に
展

開
し
て
い
ま
す
。
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①
二

日
本
赤
十
字
社
は
、
事
業
の
趣

旨
に
協
舞
す
る
社
員
の
拠
出
金
と

寄
付
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

本
年
も
二
月
一
日
か
ら
、
県
内

一
斉
に
社
員
の
増
強
運
動
が
は
じ

ま
り
ま
す
。
近
く
、
皆
さ
ん
の
ご

家
庭
に
奉
仕
者
が
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、
一
世
帯
一
人
は
社
員
に
な

り
赤
十
字
事
業
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
社
員
の
種
類

①
一
般
社
員
Ｉ
毎
年
五
百
円
以
上

②
銀
色
特
別
社
員
ｌ
毎
年
千
円
以
上

③
金
色
特
別
社
員
ｌ
毎
年
三
千
円

以
上
（
銀
色
特
別
社
員
完
了
の
人

平成5年

ﾏｲｽﾀー

度

ゼﾐﾅー＆ノリ雛

鍵
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４

西北地域の農業青年、一般農

業者が一堂に会して、農産物自

由化と、今後の方向について話

し合います。

日時平成6年2月2日（水）

午後1時～4時

場所五所川原市中央公民館

講演「農産物の自由化時代を

迎えて～どうするコメとリンゴ」

講師全国農協中央会農業対

策部次長小橋鴨之氏

主催○津軽西北五地域市I町村圏

協議会

○五所ﾉII原地区農業経営士・青

年農業士会

3平成6年1月15日

は
毎
年
二
千
円
）

④
銀
色
有
功
章
社
員
’
二
十
万
円

以
上
三
年
払
い
で
も
可
）

⑤
金
色
有
功
章
社
員
’
五
十
万
円

以
上
三
年
払
い
で
も
可
）

▽
主
な
事
業
①
国
際
活
動
（
大

災
害
な
ど
で
の
援
助
活
動
）

②
災
害
救
護
活
動
（
国
内
の
災
害

で
の
救
謹
活
動
）

③
医
療
活
動
（
大
災
害
時
の
医
療

救
謹
活
動
）

④
血
液
事
業
（
血
液
を
必
要
と
す

る
と
き
の
供
給
）

⑤
救
急
法
、
水
上
安
全
法
、
家
庭

看
護
法
の
講
習

⑥
青
少
年
赤
十
字
言
ど
も
赤
十
室

⑦
赤
十
字
奉
仕
団
（
災
害
時
の
救

護
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

市
福
祉
事
務
所
日
赤
担
当
壷
三

五
’
一
二
二
（
内
線
二
九
五
番
）
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防
火
の
輪
つ
な
げ
〉
て
広
げ
て
な
く
聖
７
‘
火
室
寺



柳 
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濡
打
m
陰
繕

滴
譲
海
嘱
理
璃
）

廿
士
1万
五
千
二
百
八

十
ニ夢
 

o

須
藤
ト
シ
氏
（
五
所川
原
市
大
宇神
山
宇
野
岸
五
六
ー
一
）
 

大
正
時
代
か
ら
の
歴
史
写
真
集
 
三
十
冊
 

【
 

0
五
所
川
原
市
朝
市
の
会
（
「
一
上
昭
会
長
）
1
」
万
円
。
 

爵
壌
篠
脇
警

一
ー
・
准醸
醸

”
纏
「会

 

十
二
月
二
十
日
、
市
中
央
公
民

館
で
行
わ
れ
た
愛
の
輪
レ
ク
リ
エ
 

ー
シ
ョ
ン
大
会
で
は
、
青
松
園
・

栄
光
園
・
拓
光
園
・
月
見
野
園
の

入
居
者
及
び
在
宅
者
と
社
会
福
祉

協
議
会
、
手
を
つ
な
ぐ親
の
会
、
 

そ
れ
に
、
藻
川
小
学
校
の児
童
や

エ
業
高
校
の
ボラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
 

三
百
人
が
集
い
、「愛
の
輪
も
ち
つ

き
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

会
場
に
は
三
つ
の
杵
と
臼
、
一一
 

］
の
各施
設
参
加
ー
 

ョ
キ
ロ
の
もち
米
が
用
意
さ
れ
、
 

園
生
・
園
児
た
ちが
、
 「よ
い
し

よ
、
よ
い
し
よ
」
の
か
け
声
に
合

わ
せ
て
、
力
い
っ
ぱ
い
も
ち
つ
き

を
し
ま
し
た
。
で
き
た
も
ち
を
，
 

お
し
る
こ
に
し
て
食
べ
た
り
、
五

所
川
原
ラ
H
け
ツ
ズ
ク
ラ
ブ
や
、
 

五
所
川
原
東
日
流
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
提
供
の
そ
ば
、
わ
た
あ
め
コ
 

ー
ナ
ー
も
あ
った
り
と
、
た
の
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 
 

募
集
期
間
 
平
成
六
年
一
月
十

五
目
か
ら
平
成
六
年
二
月
十
五
日

応
募
資
格
 

次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
人
。
①
平
成
六
年
四
月
に

高
等
学
校
ま
た
は
大
学
等
に
入
学

志
望
の
人
。
 

②
人
物
、
学
業
と
も
に
優
秀
で
か

つ
健
康
であ
る
が
、
著
し
く
学
資

の
支
弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
人
。
 

③
市
内
に
在
住
し
て
い
る
人
。
 

④
過
去
三
年
間
、
全
教
科
の
平
均

成
績
が
三
・
五点

（
五段
階
評
価
）
 

以
上
の
人
。
 

貸
与
金
額
 
Q
尚
等
学
校
 
公

立
、
私
立
と
も
に
入
学
金
及
び
授

業
料
相
当
額
（
在
学期
間
）
とす
る
。
 

②
大
学
等
 
公
立
、
私
立
と
も
に

入
学
支
度
金
と
し
て
六
ト
万
円
を
 

限
度
と
す
る
。（原
則
と
し
て
各
種

学
校
、専
門
学
校
は
認
め
な
い
。）
 

返
還
方
法
 
①
高
等
学
校
 
奨

学
金
の
貸
与
が
終
了
し
た
月
の
翌

月
か
ら
起
算
し
て
一
年
を経
過
し

た
後
、
奨
学
金
を
受
け
た
期
間
の

倍
の
期
間
以
内
に
返
還
す
る
。
 

②
大
学
等
 
卒
業
の
翌
月
か
ら
六

カ
月
経
過
後
、
就
学
期
間
の
倍
の

期
間
以
内
に
返
還
す
る
。
 

③
返
還
金
額
に
は
利
息
を
付
さ
な

い
も
の
と
す
る
。
 

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
 
希
望

す
る
方
は
、在
学
し
て
い
る
学
校

を
経
由
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
事

務
局
（
五
所
川
原
市
教
育
委
員
会

総
務
課
）
（
内線
二
九
三
）
 

川
柳
岩
木
吟社
 

生
き
て
ゆ
く
笑
顔
を
今
日
も
持
ち

歩
く
 
し

げ
る
 

他
愛
な
い
世
辞
も
浮
世
の
草
枕
 

北
 
歩
 

子
の
絵
か
ら
太
陽
が
消
え
夏
終
る
 

一
 
閃
 

日
照
の
不
足
に
神
は
手
を
貸
さ
ず
 

野
泣
子
 

紙
一
重
ス
ロ
ー
ビデ
オ
を
三
度
見

せ
 

枯
 
葉
 

農
を
継
ぐ
末
子
横
座
に
で
ん
と
居

る
 

彩
 
人
 

噂
ほ
ど
溜
め
て
な
か
っ
た
遺
産
分

け
 

ふ
じ
や
 

胸
襟
を
開
い
て
者
で
え湯
の
ま
さ
れ

る
 
健

太
朗
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曾
意
の
花
か
ご
ロ
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
（
 

o

五
所
川
原
市
匿
名
廿
三
千
五
百
円
。
 

o

泉
谷
正
志
氏

（
五
所川
原
市
大
字
毘沙
門
字
熊
石
）
廿
十
万
円
。
 

竺裳

十
二
月
二
十
日
、
市
中
央
公
民

館
で
行
わ
れ
た
愛
の
輪
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
大
会
で
は
、
青
松
剛
・

栄
光
剛
・
拓
光
園
・
月
見
野
園
の

入
居
者
及
び
在
宅
者
と
社
会
福
祉

協
議
会
、
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
、

そ
れ
に
、
藻
川
小
学
校
の
児
遼
や

工
業
高
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

三
百
人
が
集
い
、
「
愛
の
輪
も
ち
つ

き
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

金
や
、
マ
リ
十
皿

会
場
に
は
三
つ
の
杵
と
臼
、
二

患
夕
ｒ
胴
Ｌ
』

十
キ
ロ
の
も
ち
米
が
用
意
さ
れ
、

園
生
・
園
児
た
ち
が
、
「
よ
い
し

ょ
、
よ
い
し
ょ
」
の
か
け
声
に
合

わ
せ
て
、
力
い
っ
ぱ
い
も
ち
つ
き

を
し
ま
し
た
。
で
き
た
も
ち
を
、

お
し
る
こ
に
し
て
食
べ
た
り
、
五

所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
や
、

つ
談
る

五
所
川
原
東
日
流
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
提
供
の
そ
ば
、
わ
た
あ
め
コ

ー
ナ
ー
も
あ
っ
た
り
と
、
た
の
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ノ

＆虜

一

棚
一

琴

全
巨
意
の
花
型
ら

募
集
期
間
平
成
六
年
一
月
十

五
日
か
ら
平
成
六
年
二
月
十
五
日

応
募
資
格
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
人
。
①
平
成
六
年
四
月
に

商
等
学
校
ま
た
は
大
学
等
に
入
学

志
望
の
人
。

②
人
物
、
学
業
と
も
に
優
秀
で
か

つ
健
康
で
あ
る
が
、
著
し
く
学
資

の
支
弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
人
。

③
市
内
に
在
住
し
て
い
る
人
。

④
過
去
三
年
間
、
全
教
科
の
平
均

成
績
が
三
・
五
点
（
五
段
階
評
価
）

以
上
の
人
。

貸
与
金
額
①
高
等
学
校
公

立
、
私
立
と
も
に
入
学
金
及
び
授

業
料
相
当
額
（
在
学
期
間
）
と
す
る
。

②
大
学
等
公
立
、
私
立
と
も
に

入
学
支
度
金
と
し
て
六
十
万
円
を

◎
社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
五
所
川
原
市
匿
名
Ⅱ
三
千
五
百
円
。

○
泉
谷
正
志
氏
（
五
所
川
原
市
大
字
毘
沙
門
字
熊
石
）
Ⅱ
十
万
円
。

○
昭
和
パ
ー
ル
会
（
渋
谷
久
和
会
長
・
津
軽
信
用
金
庫
内
）
’
十
二
万
五
千
二
百
八

○
五
所
川
原
市
朝
市
の
会
三
上
昭
会
長
）
Ⅱ
三
万
円
。

○
須
藤
ト
シ
氏
（
五
所
川
原
市
大
字
神
山
宇
野
岸
五
六
‐
二

大
正
時
代
か
ら
の
歴
史
写
真
集
三
十
冊

呈
忌
の
花
か
↓

平
成
六
年
度
奨
学
生
を
募
集

（
財
）
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会

限
度
と
す
る
ぺ
原
則
と
し
て
各
種

学
校
、
専
門
学
校
は
認
め
な
い
。
）

返
還
方
法
①
高
等
学
校
奨

学
金
の
貸
与
が
終
了
し
た
月
の
翌

月
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し

た
後
、
奨
学
金
を
受
け
た
期
間
の

倍
の
期
間
以
内
に
返
還
す
る
。

②
大
学
等
卒
業
の
翌
月
か
ら
六

ヵ
月
経
過
後
、
就
学
期
間
の
倍
の

期
間
以
内
に
返
還
す
る
。

③
返
還
金
額
に
は
利
息
を
付
さ
な

い
も
の
と
す
る
。

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
希
望

す
る
方
は
、
在
学
し
て
い
る
学
校

を
経
由
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
事

務
局
（
五
所
川
原
市
教
育
委
員
会

総
務
課
×
内
線
二
九
三
）

r詞

生
き
て
ゆ
く
笑
顔
を
今
日
も
持
ち

歩
く
し
げ
る

他
愛
な
い
世
辞
も
浮
世
の
草
枕
北
歩

子
の
絵
か
ら
太
陽
が
消
え
夏
終
る

一
閃

日
照
の
不
足
に
神
は
手
を
貸
さ
ず

野
泣
子

紙
一
重
ス
ロ
ー
ビ
デ
オ
を
三
度
見

せ
枯
葉

嬢
を
継
ぐ
末
子
横
座
に
で
ん
と
届

る
彩
人

噂
ほ
ど
溜
め
て
な
か
っ
た
遺
産
分

け
ふ
じ
や

胸
襟
を
開
い
て
煮
え
湯
の
ま
さ
れ

る
健
太
郎

皿
函
川
柳
岩
木
吟
社

4平成6年1J]loll

L



会
員
は
七
十
三
名
。
十
三
年
程
前
か
ら
、
年
に
一

度
、
中
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
七

十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
を
招
き
、
共
に
食
事
を
し

た
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。
 

昨
年
の
十
二
月
に
は
、
会
員
が
自
宅
か
ら
持
ち
寄

っ
た
材
料
を
基
に
、
腕
に
よ
り
を
か
け
て
作
っ
た
、
 

重
ね
寿
し
ゃ
、
錦
卵
、
白
菜
の
甘
漬
な
ど
、
四
十
数
 

名
の
お
琵
寄
り
を
迎
え
て
の
食
事
会
の
他
、
五
所
川

原
甚
旬
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
混
え
て
の
楽
し

い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
 

又
、
会
員
は
地
区
の
保
健
協
力
員
の
推
し
進
め
る

塩
分
控
え
目
の
料
理
教
室
に
も
参
加
、
家
族
の
健
康

管
理
に
努
め
る
な
ど
、
心
身
共
に
健
康
な
地
域
社
会

を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。
 「
こ
の
地
区
で
は
、
嫁
も
姑

も
み
ん
な
仲
が
い
い
ん
で
す
よ
。
こ
の
間
の
食
事
会

の
時
も
、
私
達
が
料
理
を
作
る
間
、
お
年
寄
り
の
方

達
は
マ
ッ
コ
（
お
年
玉
）
の
袋
を
作
る
な
ど
、
楽
し

そ
う
で
し
た
。
昨
年
お
い
で
に
な
っ
た
方
が
、
今
年

も
お
見
え
に
な
る
と
、
ほ
っ
と
し
ま
す
ね
い
と
、
会

長
の
葛
西
妙
子
さ
ん
。農
閑
期
の
今
は
、ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
、踊
り
、料
理
、着
物
の
着
付
け
教
室
な
ど
、会
員

に
と
っ
て
は
冬
も
又
楽
し
い
季
節
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

訪問 

露＠層＠）町内 

青年部・婦人部 

たのしい料理教室 

この後は、素適な
余興も出ます。 

「
心
身
共
に
健
康
な
く
ら
し
を
 

中
川
地
区

・
婦
人
会
 

無

）
必⑩
“
ナギ
ナ
 

小
さ
い
の
は
よ
く
見
か
け
ま
す
け
ど
、
ニ
メ
ー
ト
ル
近
い
の
を
見
 

る
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
す
。
 

昨
年
、
息
子
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ド
ラ
セ
ナ
類
は
、
と
て
も
生
 

命
力
が
強
く
長
寿
の
木
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。
 

幸
福
の
木
と
い
わ
れ
る
の
も
、
そ
の
た
め
で
し
ょ
う
か
。
 

今
年
も
こ
の
木
の
よ
う
に
、健
康
で
、
み
ん
な
仲
よ
く
、
し
あ
わ
 

せ
に
ー
、
と
願
っ
て
い
ま
す
。
 

中田キ工さん 

（唐笠柳・村崎〉 

幸福の木 
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ベ
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ｂ
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Ｑ
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甘
口
町
、
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ｂ
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町
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ｂ
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ｂ
ｂ
ｈ
ｑ
ｂ
ｈ
ｂ
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ｂ
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ｈ
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一
的
祁
「
心
身
共
に
健
康
な
く
ら
し
を
ｌ
」
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ｑ
ｂ
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ｈ
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ｑ
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ｂ
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ｂ
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マ
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０
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ｂ
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ｑ
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ｑ
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ｑ
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ｑ
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ｂ
．
、
．
ｑ
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ｑ
ｂ
△
■
ｂ
、
Ｑ
ｂ
ｎ
－
、
Ｑ
も
．
色
、
■
、
巳
ｑ
ｂ
ｎ
Ｂ
、
ｎ
℃
■
旬
。
町
ｅ
Ｑ
Ｑ
Ｕ
心
△
弓
．
ｑ
哩
ｑ
Ｑ
ｂ
Ｑ
、
Ｑ
ｂ
Ｑ
・
Ｑ
Ｇ
－
ｑ
喝
ｑ
Ｑ
ｑ
Ｑ
ｂ
ｂ
Ｑ
ｂ
ｂ
Ｑ
ｎ

卒

会
員
は
七
十
三
名
。
十
三
年
程
前
か
ら
、
年
に
一

度
、
中
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
七

十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
を
招
き
、
共
に
食
事
を
し

た
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
十
二
月
に
は
、
会
員
が
自
宅
か
ら
持
ち
寄

っ
た
材
料
を
基
に
、
腕
に
よ
り
を
か
け
て
作
っ
た
、

重
ね
寿
し
や
、
錦
卯
、
白
菜
の
甘
演
な
ど
、
四
十
数

訪問

腰、腫物田〃勺
I胴

青年部･婦人部
●う
一里佃副喝：～

1

■刀
、戸

I
u

たのしい料理教室
中
川
地
区
・
婦
人
会

名
の
お
年
寄
り
を
迎
え
て
の
食
事
会
の
他
、
五
所
川

原
甚
句
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
混
え
て
の
楽
し

い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

又
、
会
員
は
地
区
の
保
健
協
力
員
の
推
し
進
め
る

塩
分
控
え
目
の
料
理
教
室
に
も
参
加
、
家
族
の
健
康

管
理
に
努
め
る
な
ど
、
心
身
共
に
健
康
な
地
域
社
会

を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。
「
こ
の
地
区
で
は
、
嫁
も
姑

も
み
ん
な
仲
が
い
い
ん
で
す
よ
。
こ
の
間
の
食
事
会

の
時
も
、
私
達
が
料
理
を
作
る
間
、
お
年
寄
り
の
方

達
は
マ
ッ
コ
（
お
年
玉
）
の
袋
を
作
る
な
ど
、
楽
し

そ
う
で
し
た
。
昨
年
お
い
で
に
な
っ
た
方
が
、
今
年

も
お
見
え
に
な
る
と
、
ほ
っ
と
し
ま
す
ね
〕
と
、
会

長
の
葛
西
妙
子
さ
ん
・
農
閑
期
の
今
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
、
踊
り
、
料
理
、
着
物
の
着
付
け
教
室
な
ど
、
会
員

に
と
っ
て
は
冬
も
又
楽
し
い
季
節
と
な
っ
て
い
ま
す
。

この後は、素適な
余興も出ます。
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小
さ
い
の
は
よ
く
見
か
け
ま
す
け
ど
、
二
メ
ー
ト
ル
近
い
の
を
兇

る
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
す
。

昨
年
、
息
子
か
ら
賊
ら
れ
ま
し
た
。
ド
ラ
セ
ナ
類
は
、
と
て
も
生

命
力
が
強
く
長
寿
の
木
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

幸
福
の
木
と
い
わ
れ
る
の
も
、
そ
の
た
め
で
し
ょ
う
か
。

今
年
も
こ
の
木
の
よ
う
に
、
健
康
で
、
み
ん
な
仲
よ
く
、
し
あ
わ

せ
に
Ｉ
、
と
願
っ
て
い
ま
す
。

一

「
ド
ラ
セ
ナ

⑮
マ
ッ
サ
ン
ギ
ァ
ナ
」

（
幸
福
の
木
）

〃

中田キエさん
（唐笠柳・村崎）

幸福の木

ノk
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平J戎 5 年12月21日と28日、中三デパート前と

丸大薬店前て川1役所収糸内課、国保年金課、税務

言果合同の市税完納街頭キャンペーンを実施しま

した。 

市長をはじめ、 

対策本部長（収入

役）市糾」税貯蓄組

合iIlI合会、市」職員

等40名が市民一人

ひとりに、市税完

網I」を呼びかけまし

た。 

平成6年1月15日 6 

市役所 35 一 2111 

幣，成 6年度建設工事・測量等（測量・I I- fl.コノサルタ／ト等） 

繰麟蕪議麟無ン ・物品等供給業者登録等受付 
市では、平成 6年度に発注する工事等の入札に参加を希望する業者の申請書を受付いたしますので、次により

手続きをしてください。ト受付期間 平成6年 9 月 1日から平成 6年2月28日まで（土曜日，日曜日及び祝祭日

を除く。） ト受付場所 財政課契約調達係 ト提出方法 持参又は郵送 ト提出書類 次のとおり（各1部） 

ト申請書の有効年度 建設工事 平成6年度（ただし、市外業者は、平成6--7年度）。 測量等（測量・建設

コンサルタント等）平成 6年度。 物品等（役務の提供を含む）平成6年度。 

建 	設 	工 	叫f 測鍬等（測量・建設コンサルタント等） 物品等（役務の提供を含む。） 

‘般競争（指名競争）入札参加資格審 ー般競争（指名競争）入札参加資格審 物りI等一般競争（指名競争）入札参加 

査巾請書‘ (III森県統ー様式又は建設省 査申請書（測量・建設コンサルタント 資格審査申請書（市独自様式）（申請用 
統一様式） 等〕（建設省統一様式） 紙は、財政課にあります。） 

経営事項審査結果通知書（建設業法第 登録証明書等 ※納税証明書 
27条の23に規定されている経営に関す 営業所一覧表 身分証明書（個人） 
る客観的1J町の審査を終了したもの。 
ただし，平成 5年度中にこの審査を終 

営業経歴書 営業証明書（個人〕 

了したものに限る。）の写し 技術者経歴書 登記簿謄本（法人） 

測量等実績調書 財務諸表 
工事経歴書 

営業所一覧表 
財務諸表 代理店及び特約店等証明書（写） 

身分証明書（個人） 委任状 
技術職員調書 

建設業許可証明書 
登記簿謄本（法人） 物品等供給業者カード 

建設業退職金共済組合加入履行証明書（写） 

法定外建設労災補償制度加入証明書（写） 

営業証明書（個人） 

※納税証明書 

営業に必要な資格等の写し 
（有資格者又は事業登録証明書など） 

（注） 書類の不備なものにっいては．弓 建設業労働災害防止協会加入履行証明書（写） 
付いたしませんので留意してくださ 

社会保険半陥削右l下・領収証書（写） い。特に建設工事入札参加希望業早 
身分訓紗~書（個人） は、早めに建設大臣又は都道府県矢 
登記簿謄本（法人） 事の経営事項審査を受けるように t 
営業証明書（個人） てください。なお、詳しいことは， 

※納税証明書（市外業者は2年分必要です。） 
財政課契約調達係〔雪35-2111 (P 
線330番）〕へお問い合わせくださレ 

※納税証明書 1 本店が市内にある法人については、代表者個人の納税証明書も添付すること。 

2 支店及び営業所等が市内にある業者については、市の納税証明書も添付すること。 

＠申請用紙の頒布先 建設工事（社）青森県建設業協会 	公 0177 (22) 7611 
（社）青森県建設業協会北ラIi：支部公 0173(35)2438 

測量等（測量・建設コンサルタント等）（社）東北建設協会青森支所 合 0177(34)7754 
物品等（役務の提供を含む。） 五所川原市役所財政課（申請用紙は無料です。ただし、郵 

送を依頼される場合は、返信用封筒（角 3）と切手が必要となります） 

交通安全は家庭から 

交通事故概況 
（平成 5年12月31日現在） 

五所川原市交通安全対策協議会 

県 	内 五所川原市管内 

発生 
8,159 
(+3 63 ) 

3
く
 

3

一
 

9
4
  

死者 
147 
(-5 ) 

4
7
  

一
 

 

傷者 9,910 
(+424 ) 

385 
(-10 ) 

( ）内は前年対比。 

安全は スピードダウンと ゆとりから 

市税完納キャンペーン 
ー市税の納め忘れはありませんか一 

P

r可

市役所35－2111

平成6年度 建冒… 測這馴冨…蕊:舗
翰雛冒繍……義

市では、平成6年度に発注する工事等の入札に参加を希望する業者の申請書を受付いたしますので、次により
手続きをしてください。し受付期間平成6年2月1日から平成6年2月28日まで(土曜日、日曜日及び祝祭日
を除く｡）し受付場所財政課契約調達係し提出方法持参又は郵送し提出書類次のとおり（各1部）
し申請書の有効年度建設工事平成6年度（ただし、市外業者は、平成6～7年度)。測量等（測量・建設
コンサルタント等）平成6年度。物品等（役務の提供を含む）平成6年度。

建設工率

一般競争（指名競争）入札参加資格審
査申請番（背森県統一様式又は建設省
統一様式）

経営事項審査結果通知1^(建設業法第
27条の23に規定されている経営に関す
る客観的事項の審査を終了したもの。
ただし、平成5年度中にこの審査を終
了したものに限る｡)の写し

工事経歴番

営業所一覧表

技術聯員調襟

建設業許可証明啓

建設業退職金共済組合加入履行証明書(写）

法定外建設労災補瓶制度加入証明書(写）

建設業労働災害防止協会加入履行証明瞥(写）

社会保険料納付幾.領収証群（写）

身分証明禅（個人）

登記総謄本（法人）

営業証明祥（個人）

※納税証明祥(市外業者は2年分必要です｡）

測量等(測量・建設コンサルタント等）

一般競争（指名競争）入札参加資格審
査申請書（測量・建設コンサルタント
等）（建設省統一様式）

登録証明書等

営業所一覧表

営業経歴書

技術者経歴書

測量等実績調書

財務諸表

身分証明書（個人）

登記簿謄本（法人）

営業証明書（個人）

※納税証明書

物品等（役務の提供を含む｡）

物品等一般競争（指名競争）入札参加
擬絡審査申請稗（市独自様式)(申請用
紙は、財政課にあります｡）

※納税証明書

身分証明謀（個人）

営業証明群（個人）

登記榊謄本（法人）

財務諸表

代理店及び特約店等証明書（写）

委任状

物品等供給業者カード

樹業に必要な資格等の写し

(有盗格者又は事業登録証明書など）

(注）書類の不備なものについては、受
付いたしませんので留意してくださ
い。特に建設工事入札参加希望業者
は、早めに建設大臣又は都道府県知
事の経営事項審査を受けるようにし
てください。なお、詳しいことは、
財政課契約調達係〔盆35-2111（内
線330番)〕へお問い合わせください。

※納税証明神1本店が市内にある法人については、代表者個人の納税証り11)＃も添付･すること。
2支店及び営業所等が市内にある業者については、市の納税証明,",も添付すること。

◎申請用紙の頒布先建設工事（社)青森県建設業協会垂0177(22)7611
（社)青森県建設業協会北五支部狂0173(35)2438

測戯等(測裁・建設コンサルタント等）（社)東北建設協会青森支所丑0177(34)7754
物品等(役務の提供を含む｡）五所川原市役所財･政i深(印識用紙は無料です。ただし、郵
送を依頼される場雲合は、返信用封筒(角3）と切手が必要となります｡）

発生

死者

1舞者

交通安全は家庭から

交通事故概況
（平成5年12月31日現在）

五所川原市交通安全対策協議会

県内 五所ﾉII原市管内

8，159 339

(＋363） (－4）

147 4

(－5） (－7）

9.91O 385

(＋424） (-10)

（）内は前年対比。

－安全はスピードダウンとゆとりから－

市税完納キャンペーン
ー市税の納め忘れはありませんか－

平成5年12月21口と28日、中三デノミート前と

丸大薬店前で市役所収納課、国保年金課、税務

課合同の市税完納街頭キャンペーンを実施しま

した。

市髭をはじめ、

対策本部経（収入

役）市納税貯諮組

合連合会、市I職員

等40名が市民一人

o､とりに、市税完

納をI呼びかけまし

た。

平成6年1月15日6



弘前高校通信制生徒募集 

年齢、職業は問いません。 規定の単位

を修得すると、 3 年」ー二I上で高校卒業の資

格が得られます。 （教科書・学習書は無 

I賞で’配布） 

希望する科目だけを履修する 「科目受

講」 の制度もあります。 

入学願書・案内希望の方 120円切手を、 

同封して下記へ（返信用封筒不要） 

願書提出期限 平成 6 年 3 月 3 日～ 4 月 5 日 

● 036 弘前市新寺町1 -1 

青森県立弘前高等学校 通信制 

廿 0 1 7 2 - 3 2 - 9 4 24 

市指定水道工事業者申請受付 

市水道事業所では、平成 6 年度に市水道事業 

所が指定する水道工事業者の申請を受付けしま 

すので・、手続きをしてください。 

レ受付期問 2 月 1 日から 2 月 15 日まで’ 

D受付場所 市水道事業所（不魚住61番 til 1) 

）提出書類 

①水道工事業者指定「柳青書 

②添付書類 

（ァ）建設業法第 3 条の規定による許可証明書 

（ィ）経営事項審査巾請書（写） 

（ウ）工事経歴書及び実績証明書 

(r.）申請者（法人の場合はその代表者）の履歴 

書及び身分証明書 

（ォ〕法人は、その定款及び登記簿謄本 

（国税及び比l方税を完納したことを証明する

書類 

（配管工事に必要な機材諸旨具保有調書 

（責任技i新者及び配管技工承認申請書 

※資格要件等詳しいことは、市水道事業所（か 

〈図)91 11番り へお問い合わせください。 

舌年震青森高等技術専門校 
学生追加募集 

募集コース 」棚lり 麟 募集人員 
願書受付 
期 	間 

試験 日 

電子機器科 1年 

雛 
若干名 

平成 6年 
1月 5 H 

、 
平成 6年 
3月4 日 

平成6年 

3月10日 

（木） 

インテリア・
サービス科 1年 

建設機械
整 備 科 

1年 

造 園 科 1年 甲以
 
牛
上
 

問い合わせ 〒030 青森市大字：野万詐字今田43-1 

青森り，t立青森高等技術専門校 

電話 0177 - 38 - 5727（訓練講1) 

「玉 F廿一一一 ,ー 
I6年屋肯森短期大字字生募集 

県ド暗i一 便』く人々にI”」ノ iを開房く‘ノ 

試験日 一期 3 月 7 日（月）18時～ 

二期 4 月 1日（制18時～ 

試験科目 小論文と面接 

授業 	) I～金（181時-201畔50分） 

学費 54万円（入学金10万円含む）分納あり 

問い合わせ 合O177 -22- 2695 (16時～19時） 

7 平成6年 1月15日 

南部地区土地区画整理

審議会委員の改選 

南部地区土州l区画整理審議会委員の任期満了 

に伴う改選を、次により実旅iします。 

選挙期日 平成 6 年 3 月15日（刃 

選挙人名簿の縦覧の日程及び実施場所 

(1) 川川り 2 月 8 日（刃～ 2 月21 Iョ〈月） 

(2〕 時IlI」 午前 8 時30分～午後 4 日寺45分 

(3) Jjj折 市役所建設部都市計画課 

立候補の届出期間 2 月23日（加-3月 3 日（木） 

問い合わせ 都市計li」］］課区画整理係（内線235) 

玉掛技能講習会 

講習対象 吊り上げ荷重I トンIlヒの玉掛作業

の業務 

日時 1月26日～28日 （ 3 日間） 91昨から 

1711寺まて4 

場所 学科 五所川原市字新7;f町84-5 

制う西北労働基 '(ii協会 

実技 五ii)〒川原市大字太刀」丁字早蕨98-4 

斎』券建設（掬構内 

受講資格 満18才」一とI上の者で、 1 トン」,】よ上の玉

掛の補助作業、又は 1トン未満の玉

掛作業のい・ずれかを 6 カ月以上従事

した経験を有する者 

受講料 1 1. 4 0 0円（テキスト代を含む） 

申し込みと問い合わせ 

五所川原市字新宮(H丁84-5 

削う西北労働基準協会 か0173 (35) 6336 

※毎週土・日曜日は休業日となっております。・

締め切り 定員80名 1月20日（村 , 

I
布~一．鰯~;;・″．亀‘罫．雪.胃;…ーー酢、一・＝？蕊

F・識

市指定水道工事業者申請受付 部地区土地区画轄蝉南 区士 整

議会委，員の改審冒 選市水道本業所では、平成6年度に市水道事業

所が指定する水道エリ千業者の申請を受付けしま

すので、手続きをしてください。

p受付期間2月1日から2月15日まで→

b受付場所市水道率業所（不魚住61番地1）

し提出書類

①水道工率業者指定申請霧

②添付書類

（ｱ)建設業法第3条の規定による許可狂明詳

（ｲ)経営事項審査申請韓（写）

（ｳ)工事経歴群及び実績証I明諜

（ｴ)申請者（注入の場合はその代表者）の履歴

霧及び身分証明群

（ｵ)法人は、その定款及び登記簿謄本

（力)国税及び地方税を完納したことを証明する

奔類

（ｷ)配管工事に必要な機械器兵保有調沖

（ｸ)責任技術者及び配管技工承認申請弊

※資格要件等詳しいことは、市水道事業所（垂

⑭9111番）へお問い合わせください。

ー甲曲画今一.■凸I凸－．.■一一二

南 部地区土地区画整理審議会委員の任期満了

に伴う改選を、次により実施します。

選挙期日平成6年3月15日（火）

選挙人名簿の縦覧の日程及び実施場所

（1）期間2月8日(火)～2月21日（月）

（2）時間午前8II.V=30分～午後4時45分

（3）場所市役所建設部都市計画課

立候補の届出期間2月23日(水)～3月3日耐

問い合わせ都市計闘課区画整理係(内線235）

掛 技 能講 会玉 習 r－吋
一・巳｡｡．‐壷血d”皿｡■ﾛﾛｰｰｰｰﾆ｡■‐b9gr垂E-弾”･…L･‘L唖弘~垂,､-.,---

講習対象吊り上げ荷重1トン以上の玉桂卜作業

の業務

日時1月26日～28日（3日|淵）9時から

17時まで

場所学科五所ﾉIl原市字新宮町84－5

（鋤西北労働基準協会

実技五所川原市大字太刀打字早蕨98-4

斎勝建設(槻構内

受講資格満18才以上の者で、1トン以上の玉

捗卜の補助作業、又は1トン未i満の玉

桂卜作業のいずれかを6カ月以上従事

した経験を有する者

受講料11，400円（テキスト代を含む）

申し込みと問い合わせ

五所川原市字新宮町84-5

㈱西北労働基準協会壷0173（35）6336

※毎週土・日11浪日は休業日となっております。．

締め切り定員80名1月20日(利

溌髪青森高窯披
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問い合わせ〒03O青森市大字:野尻字今田43－1

青森県立青森商等技術専門ｲ交

電話0177－38－5727（訓練課）

弘前高校通信制生徒募集

年齢、職業は|謝いません。規定の単位

を修得すると、3年以上で高校卒業の資－－－－－

青年髪青森短期大学学生募集
県下I唯一働く人々に門戸を開放.′

拙」の制度もあります。

試験日一期3月7日(月)18時～

二期4月1日(鋤18時～

試験科目小論文と面接

授業月～金（181時～2011寺r,n分）

学費54万円（入学金10万円含む)分納あり

問い合わせ壷0177－22－2695(16時～19時）

『入学願書・案内希望の方120円切手を

|同封して下記へ(返信扇封筒不要）
願書提出期限平成6年3月3日～4月5日

壷036弘前市新寺町1－1

I

L
青森県立弘前商等学校通信制

’ S0I72-32-9424

－一.－－－J

7平成6年1月15日

一一一~ー一一一一一ー一一一－－

募集コース

電子機器科

インテリア．

サービス科

建設機械
整備科

造園科

期間

1年

1年

1年

1年

応募
盗格

商卒

以上

中卒
以上

募集人員

若干名

願書受付
期間

平成6年
1月5日

1

平成6年
3月4日

試験日

平成6年
3月10日

(木）



1 月24日より 

郵便料金が変わりま 
旧 	新 

定形垂βイ更物1 62円→80円 

通常はがき 42円→50円 

詳しいことは郵便局の窓口まで。 

響謡する健康相談室へどうぞ 
）内容 JIlL)王相談、病気の相談、心の相談 

健康についてのお話し 

）料金 無料 

）持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

保健タ帝が相談に応じます 

開催場所 開催月日 開
時
 
催
間
 

おはなしのテーマと 
時 間 

新宮集会所 
1月25日 

（火） 
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「呼吸法で 
もっと健康にん 

(13 : 30-14 : 00) 

水野尾集会所 
1月26日 

（水） 

11: 30 
、 

13 】 00 

「冬の運動不足を 

～リフレッンュ薦難 

福山公民館 
1月26日 
（水） 
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「呼吸法で 
もっと健康に！」 

(13 : 40-14 : 00) 

コミュニテイ
センター飯詰 

1月26日 
（水） 

10 : 00 
、 

12 : 00 

「冬の運動不足を 

～リフレッンュ鱒と 

馬性集会所 
1月27日 
（木） 

10 : 00 
、 

ii: 30 

「冬の運動不足を 

～リフレッンュ4難 

石田坂公民館 
1月27日 

（木） 
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「呼吸法で 
もっと健康にノ」 

(11 :00-u1: 30) 

若山公民館 
1月28日 

（金） 

13 : 00 
、 

14: 00 

「身も心も 
はっらっ体操」 

(13 : 40-14 : 00) 

幾島集会所 
2月 9 日 

（水） 

10: 00 
5 

12: 00 

「呼吸法で 
もっと健康に！」 

(10 : 30-li : 00) 

長
セ
 
富
ン
 
消
タ
 
防
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2月 4日 

（金） 
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「身 も心も 
はっらっ体操」 

(11 : 00-il: 30) 

コミュニテイ
センタ一中川 

2月7日 

（月） 

10 : 30 
5 

12 : 00 

バスタオルで 
エアロビクス 

(10 : 00-lU : 30) 

共栄集会所 
2月7日 

（月） 

ii: 00 
、 

12 : 30 

「身も心も 
はっらっ体操」 

(11 : 30-12 : 00) 

うす味料理講習会 

―食べることを楽しもう― 

対象地区 開催月日 開催場所 締め切り 

三 	好 1月26日困 
コミュニテイ
センター三好 1月21日（動 

レ献立 花シューマイ・白菜の甘酢潰け 

かんたんデコレーションケーキ 

[＞料金 無半斗です。 

＞持参する物 ‘みそ汁（コップに半分位の量を 

小ビンに入れて）、漬物の塩分測定を央施して一 

おりますので希望者は持参ください。 

ェプロン、 ’塞記用具、 ごはん 

レ申し込み先 地区の保健協力員へ（参加申し 

込み月採幼法）ります。） 

季節の郷土料理教室 

伝統の料理に親しんでみませんか― 

講師…食生活改善推進委員 三森敬子・ 

日時…1月24日（月）午後 6時30分～8時30分 

1月25I（火）午前10時～12時 

募集人員・・・20名 受講料…無寧十 

持参する物・・・ェプロン、三角巾、筆記用具、材料費 

対象者・・・市内に住所又は勤務先を有する女性 

申し込み及び問い合わせ先 

新町働く婦人の家 T E L35 -8898 

締め切り日・・・先着順で定員になり次第締め切ら 

せていただきます。 

インフルエンザを予防しましよう 
日々寒さが厳しくなってきているおりから、 

今後インフルエン・ザの流行が予担I」されます。 

特に受験期をi聖える中学生、高校生は生活の

リズムがくずれやすく、体調が不調になりがち

です。又、抵抗；カの弱い乳幼児やお年寄りを中

心に一般の人にもインフノレエンザにかかる恐れノ

が十分ありますので、次のことに注意をしてイ

ンフルェン・ザの予防に努めましよう。 

注意 

①外出後はうがいと手洗いを励行しましよう。 

②休養と栄養，睡眠を十分とり生活のリズム

をくずさないようにしましょう。 

@”干をかいた後は、すぐ着替えをして体を冷

やさないようにしましよう。 

(D室内の気温は一定にしておきましょう。 

⑤人ごみの中にできるだけ行かないようにし

ましよう。 

⑥換気はこまめに行いましょう。 

⑦もしかかったかなと思ったら、早目に医師

にみてもらい安静にしていましよう。 

⑧マスクをしましよう。 

（外からのホコリや雑菌の侵入を防ぎ、の

どの保温と湿度を保ちます。又、他人への

感染も防ぎます。） 

インフルエンザは感染カが強いので皆さんか

からないように注意しましよう。 

問い合わHす 五所川原イ呆健所（雪34-2108・2109) 

市役所 背そ倒！環境課（内線 268・272) 

平成6年】)J151i 8 

節の郷土料理教室1’ 教
身も心も
さっぱりする健康相談室へどうぞ 郷季 土 理
吟内容血.圧相談、病気の相談、心の相談

健康についてのお話し

し料金無料

し持参するもの健康手i長（お持ちの方）

保健婦が相談に応じます

伝統の料理に親しんでみませんか一

講師…食生活改善推進委員三森敬子

日時…1月24日（月）午後6時30分～SiLVMII分

1月25日（火）午前10時～12時

募集人員…20名受講料…無料

持参する物…エプロン､三角巾､筆記用具､材・料費

対象者…市内に住所又は勤務先を有する女‘性

申し込み及び問い合わせ先

新町働く婦人の家TEL35-8898

締め切り日…先着順で定員になり次第締め切ら

せていただきます。

’ ザインフルエンザを予防しましよう
r両

日,々寒さが厳しくなってきているおりから、

今後インフノレエンザの流行が予測されます。

特に受験期を迎える中学生、高校生は生活の

リズムがくずれやす-く、体調が不;洲になりがち

です。又、抵ｲ充力の弱い乳幼児やお年寄りを中

心に一般の人にもインフノレエンーザにかかる恐れ

が十分ありますので、次のことに注意をしてイ

ンフノレエンザの予防に努めましょう。

注意

①外出後はうがいと手洗いを励行しましょう。

②休誕と栄韮、睡眠を十分とり生活のリズム

をくずさないようにしましょう。

③汗をかいた後は、すぐ着替えをして体を冷

やさないようにしましょう。

④室内の気温は一定にしておきましょう。

⑤入ごみの中にできるだけ行かないようにし

ましょう。

⑥換気はこまめに行いましょう。

⑦もしかかったかなと思ったら、早目に医師

にみてもらい安静にしていましょう。

③マスクをしましょう。

（外からのホコリや雑菌の侵入をl坊ぎ、の

どの保温と湿度を保ちます。又、他人への

感染も防ぎます｡）

インフノレエンザは感染力が強いので皆さんか

からないように注意しましょう。

問い合わせ五所ﾉM原保健所(S31-2108-2109)

市役所保健環境課（内線268．272）

《
Ｌ

にご弓手藤剰謹f講習会･．］
■■戸司■~

す

一食べることを楽しもう一

吟献立花シューマイ・白菜の甘酢演け

かんたんデコレーションケーキ

し料金無料です。

吟持参する物みそ汁（コップに半分位の趣を

小ピンに入れて)、演物の塩分測定を実施して

おりますので希望者は持参ください。

エプロン、蛎記用具、ごはん

し申し込み先地区の保健協力員へ（参加申し

込み用紙があります｡）

1月24日より

郵便料金が変わります。
旧新

定形郵ｲ更物62円-→80円

通常はがき42円→50円

詳しいことは郵便局の窓口まで。
I

平成6年1月15日8

開催場所

新宮集会所

水野尾集会所

福山公民館

コミュニティ

センター飯詰

馬性集会所

石田坂公民館

若山公民館

幾島集会所

長富消防
センター

コミュニティ

センター中川

共栄集会所

開催月日

1月25日

(火）

1月26日

(水）

1月26日

(水）

1月26日

(水）

1月27日

(木）

1月27日

(木）

1月28日

(金）

2月2日

(水）

2月4日

(金）

2月7日

(月）

2月7日

(月）

開催
時間

13：00

1
14:00

11:30

1
13:00

13：00

1
14:00

10:00

1
12：00

10:00

1
11:30

10：30

1
12:00

13：00

1
14：00

10:00

1
12:oo

10：30

1
12：00

10：30

1
12:00

11：00

1
12:30

おはなしのテーマと
時間

｢呼吸法で
もっと健旗に／」
(13：30～14:oo)

｢冬の運動不足を
解消」

～リフレッシュ体操～

｢呼吸法で
もっと健康に／」
（13：40～14:00)

｢冬の運動不足を
解消」

～リフレッシュ体操～

｢冬の遮動不足を
解消」

～リフレッシュ体操～

｢呼吸法で
もっと健康に／」
(11：00～11：30）

｢身も心も
はつらつ体操」
(13:40～14:00)

｢呼吸法で
もっと健康に／」
(10：30～11：00）

｢身も心も
はつらつ体操」
(11:oo～11:30)

バスタオルで
エアロビクス

(10：00～10：30）

｢身も心も
はつらつ体操」
(11:30～12:00)

対象地区

三好

開催月日

1月26日(利

開催場所

イ
好

一
プ
三

一
一
一
ユ
タ

ミ
ン
コ
セ

締め切り

1月21日(金）



「ーー 

ついうっかり、納め忘れをしていませんか。 
便利な押甘寸方法として、地区の納付組織を利 

月lしたり、又は、前納I削皮：もあります。 

年金を受けるため、今一度祖lI認してください。 

縄讐警磐 民 国 年 

のひのび赤ちゃん・満1歳 

、  市役所 fi35ーユ111 

2月の保健センター相談日 
種 男リ 協」 	設 	日 内 	容 

母
と
子
の
相
談
日
 

第1、第3（金） 
2月 4 日、 18日 

10時～12時 
13時～15時 

（第3の午後は
子味勺相談て三す） 

乳児・幼児の発
達ネ比淡、育児の
れ」談、お母：さん
の悩みごと朴I談
えgど 

成
人
の
相
談
目
 

第 4（金） 
2 月25日 

10時～12時 
13U寺-15H寺 

（第4 の午後は 
予網J相談です） 

血I王の相談、食
事の相談、心身
でご心配なこと
など 

予糸勺朴はは随時、電言舌で受け付けます。 

く問い合わせ・連絡先〉 保健環境課 内線268 

―戸真子ちゃん（みどり町5丁目） 

母・葉子さAノ 5 歳の止二の子と、たまに、 

ケンカしながら一緒に遊んでいます． 10カ月頃

から歩きました。 

健康で明るい人になってほしいですね。 

す く す く 健 診 
レ場所 市保健センター（新町パス停前） 

D時間 受付12: 30から 

健！診12!45から15 : 00まてM）予定

＞持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

3歳児には個人通知いたします。同封のアン

ケートに記入して、尿を小ビンに入れノて持参

ください。 

※注意① 3 カ月健診に来られなかった方は、判I 
経芽細胞腫（小児がん）の検査セットを、・母子

健」ョ毛手帳を持参のうえf呆健環境課窓口にもら

いにきてください。 

②病気務で養中（製fに伝染』性の病気）のお子ー 

さんはご遠慮ください。 

@）不明な点は、保d建環境言果にお問い合わせ

ください。（内線268) 

月 齢 対象児 期 日 主 な 内 容 

3カ月児 
H5年 
10月生まれ 

H6年 
2月8 日 
（火） 

小児科診察‘神経芽細胞腫
セット配布、育児情報交換等 

6カ月児 
I-I 5年 
7月生まれ 

2月15日 
（火） 

離乳食の試食 
発遠相談等 

1 歳児 
I-I 5年 
I 月生まれ 

2月28日 
（月） 

育児情報交換 
発達相談等 

1歳 

6カ月児 

H4年 
8月生まれ 

2月22日 
（火） 

小児科・歯科診察 
丈夫な歯と顎になるためのお話 

3 歳児 
I-I 2年 
8月生まれ 

2月17日 
（木） 

小児科・歯科診察、尿検査
視聴覚検査等 

乳幼児の発達や育児、悩みごとは、保健センター 

“母と子の相談日（第1・3金曜日）”も御利用ください。 

9 平成 6年1月'5日 

のびのび赤ちゃん。満1歳

'2月の保健ｾ夏亙字相談国］ンダーホ｛月 セ
③

必‘

F一可

一戸真子ちゃん(みどり町5丁目）

母・葉子さん5歳の上の子と、たまに、

ケンカしながら一緒に遊んでいます。10ヵ月頃

から歩きました。

健康で明るい人になってほしいですね。

’

予約相談は随時、電話で受け付.けます。

<問い合わせ．連絡先＞保健環境課内線268

’ ず 〈健診健-.--..
一＝

し場所市保健センター（新町バス停前I)

し時間受付･12：30から

健診12：45から15：00までの予定

P持参するもの母量子健康手I|暖、バスタオル

3歳児には催1人通知いたします。同封.のアン

ケートに記入して、尿を小ピンに入れて持参

ください。

※注意①3カ月健診に来られなかった方は、神

経芽細胞j唾(小児がん)の検査セットを、母子
健康手I隈を持参のうえ保健環境課窓口にもら

いにきてください。

②病気療誕中（特に伝染性の病気）のお子

さんはご遠慮ください。

③不明な,点は、保健環境課にお問い合わせ

ください。（内線268）

今
』

乳幼児の発達や育児、悩みごとは、保健センター

"母と子の相談日(第1．3金曜日)"も御利用ください。

←－－－－一一一－一一一一一一一

１
Ｊ
回国国固
ついうっかり､納め忘れをしていませんか。
便利な納付方法として、地区の納付･組織を禾I」

’明したり、又は、
前納制度もあります。

年金を受け●るため、今一度確認してください。
ーﾛーーーーョ

9 平成6年1月15日

－

種 別

母
と
子
の
相
談
日

成
人
の
相
談
Ｈ

開設日

第1、第3（金）
2月4日、18日

10時～12時

13時～15時

(第3の午後は

■＝=で一ウゥ

第4（金）
2月25日

101痔～12時

I31痔～15時

(第4の午後は
予約相談です）

内容

乳児・幼児の発

達相淡、育児の
朴i談、お母さん

の脳みごと相嫉
など

血圧の相談、食
寧の相談、心身
でご心配なこと
など

月齢

3カ月児

6カ月児

1歳児

1歳

6カ月児

3歳児

対象児

113年
10月生まれ

115年

7月生まれ

113年

1月生まれ

Ill年
8月生まれ

112年

8月生まれ

期日

116年
2月8日
(火）

2月15日

(火）

2月28日

(月）

2月22日

(火）

2月17日

(木）

主な内容

小児科診察、神経芽細胞瞳

セット配布､育児梢報交換等

離乳食の試食
発達相談等

育児‘情報交換

発達相談等

小児科・歯科診察
丈夫な歯と顎になるためのお話

小児科･歯科診察､尿検査
御聴覚検査等



I鰯驚難欝競鋤I「轟麟~ 
.2月11日（金）菊ケ丘水組I公園 17 : 30- 

@）バルーンブ口ー （夜の熱気球） 

⑥ミニガマ （かまくら） コンテスト 

☆参加資格 会社及び団体を対象 

☆賞 品 豪華賞品多数用意 

☆実施方法 2月 7 日から10日の期間に1団 

fド20個製作 

☆表彰 上位入賞者賞状、賞品。全団体に参加賞 

13:00 審査 18 】 00 表彰式二 

@）親子探検宝さがし大会 

菊ケ丘水郷公園特設コース 

☆参加資格 親子（2名） 

☆賞 品 豪華賞品多数用意 

☆受 	付 当日17: 30から会場で受付け 

（先着100組）懐中電灯持参 

● 2 月13日（日） 

@）五所川原歌謡・民謡・手踊り王座決定戦 

10 」 00～市民文化会館大ホール 

☆種 目 歌謡の部・民謡の部・手踊りの 

部（一般・少自引固人） 

☆参加資格 とくに資格は問わないが、手踊 

り少年の部は中学生以下とする。 

歌謡の部は、カラオケとする。出演者は、 

ジープ持参のこと。 

＠第 8回五所川原津軽凧揚げ大会 

9 】 30～岩木川河川公園 

☆種 目 Aクラス（団体20枚」三夫上） Bク 

ラス（高校、一般12-19枚）Cクラス（高 

校、一般11枚」らL下）Dクラス（中学以下10 
枚以下） 

@）第 3回雪上マウンテンバイククロスカントリーレース 

，ー’ 	 9 】 30-'--菊ケ丘ジ水郷公園 

☆種 目 一般の部・レラ＝’イースの部 

ノ」、、中学校の部 

☆参加資格 健康な身体を有する人 

☆参加】料 一般・レディース・高校の部 

1 ,000円 小、中学校の部 500円 

☆賞品 MT Bほか豪華賞品・全員に参加賞 

大会当日受付時抽選券配布昼食後福引き開催 

@)J リーグ “これがシュートだ” 

9 : 30～菊ケ丘水郷て公国iI 
☆チ ー ム 1チーム 5名 

☆参加資格 小学1年から、中学校，育J戎者 

の男女であれノばよい。 （但し、 1ヲニ・ームの 

中に育成者1名いること。） 

☆表彰 上位入賞者賞ガこ、賞品。全員に参加賞 

⑥親子虫ぞり曳き大会 

9 : 30-'-'菊ケ丘水郷公園特設コース 

☆参加資格 親子一（ 2名）で子供が小学生以下 

☆表彰 上イ立入賞者賞】伏、賞品。全員に参加賞 

※期間中会場にシンボルタワー・大型カマを設 

置。イルミネーションソ気灯。 

※申し込み・問い合わせ先 

>五所川原市経済部商工観光課内観光協会事 

務局 電0173 (35) 2111 内線（259・260) 
>Jリーグ・虫ぞり曳き大会 

i有子連事務局長 三上 客35 - 8828 
>)凧揚げ大会 

五所川原津軽凧の会 ー戸 雪36 - 2791 
※申し込み締め切り 

平JJjこ 6年1月25日（火） 

ミニカ×ニコンテスト 1月31日（月）まで 

昨年度 虫ぞり曳き大会 

r
 

第3回 スポーツ医事相談室の開設 
スポーツ選手及び愛好者でスポーツ障害や健 

康管理についてスポーツドクターの指導助言を 

受けたい方のために、次のとおり第 3回スポー 

ツ医事相談室を開設することになりました。 

お気軽にご利用ください。 

＞日時 1月27日（木） 2月 3 日（木） 

いずれノも午後 3時～午後 5日寺 

ン場所 i打内新田丁 市保健センター（市働く婦 

人の家） 

ン主催 市科に育協会・北五医朗i会（スポーツ委  

員会） 

）主管 市体育協会 >後援 市教育委員会 

）申し込み先 市教育委員会内 

市ィ本育協会ュII：務局（内線248番う 

レ申し込み締め切り 先着10名まで 

ンその他 1）相影科斗は、 ,II‘料・です。 2）市体育協 

会事務局に申し込み書がありますので記入の 

うえ提出してください。 

FAXでも可。 

(FAX番号 34 - 3192) 

平成6年1月15日 10 
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1,000円ノI､、中学校の部500円

☆賞品MTBほか豪華賞品・全員に参加賞

大会当日受付時抽選券配布昼食後福引き開催

◎Jリーグ“これがシュートだ”

9息30～菊ケ丘水銀M公庫I

☆チーム1チーム5名

☆参加資格小学1年から、中学校、育成者

の男女であればよい。（但し、1チームの

中に育成者1名いること｡）

☆表彰上位入賞者賞状､賞品｡全員に参加賞

◎親子虫ぞり曳き大会

9：30～菊ケ丘水郷公園特設コース

☆参加資ｲ名親子（2名）で子供が小学生以下

☆表彰上位入賞者賞状､賞品｡全員に参加賞

※期間中会場にシンボノレタワー・大型ガマを設

置。イノレミネーション,点灯~。

※申し込み・問い合わせ先

し五所川原市経済部商工観光課内観光協会事

務局盆0173（35）2111内線(259.260）

しJリーグ・虫ぞり曳き大会

市子連事務局長三上垂35－8828

P凧揚げ大会

五所ﾉII原津軽凧の会一戸霊36-2791

※申し込み締め切り

平成6年1月25日（火）

ミニガマコンテスト1月31日（月）まで

菊ケ丘水郷墾園17230～’｢石~亘月11日I金）

◎バルーンブロー（夜の熱気球）

◎ミニガマ（かまくら）コンテスト

☆参加資格会社及び団体を対･象

☆賞品豪華賞品多数用意

☆実施方法2月7日から10日の期間に1団

体20個製作

☆表彰上位入賞者賞状､賞品｡全団体に参加賞

13：00審査18：00表彰式

◎親子探検宝さがし大会

菊ヶ丘水郷公園特設コース

☆参加資格親子（2名）

☆賞品豪華賞品多数用意

☆受付．当日17：30から会場で受付･け

（先着100組）‘懐中電灯j寺参

¥̂M月reUD日)」
◎五所川原歌謡・民謡・手踊り王座決定戦

10：00～市民文化会館大ホーノレ

☆種目歌謡の部・民謡の部・手踊りの

部（一般・少年個人）

☆参加資格とくに資ｵ各は問わないが、手踊

り少年の部は中学生以下とする。

歌謡の部は、カラオケとする。出演者は、

テープ持参のこと。

◎第8回五所川原津軽凧揚げ大会

9：30～岩木ﾉII河ﾉII公園

☆種目Aクラス（団体20枚以上)Bク

ラス（高校、一般12～19^")Cクラス（高

校、一般11枚以下)Dクラス（中学以下10

枚以下）

◎第3回雪上マウンテンバイククロスカントリーレース

9：30～菊ケ丘水郷公園

☆種目一般の部・レディースの部

小、中学校の部

☆参加資格健康な身体を有する人

☆参加料一般・レディース・高校の部

F可
L

P

昨年度虫ぞり曳き大会

員会）

し主管市体育協会し後援市教育委員会

し申し込み先市教育委員会内

市体育協会事務局（内線248番）

し申し込み締め切り先着10名まで

陽その他1)相談料は、無料･です。2)市体育協

会事務局に申し込み書がありますので記入の

うえ提出してください。

FAXでも可。

(FAX番号34-3192)

平成6年1月15日10

スポーツ選手及び愛好者でスポーツ障害や健

康管理についてスポーツドクターの指導助言を

受けたい方のために、次のとおり第3回スポー

ツ医事相談室を開設することになりました。

お気軽にご利用ください。

吟日時1月27日（木）2月3日（木）

いずれも午後3時～午後5時

し場所市内新町市保健センター（市働く婦

人の家）

し主催市体育協会・北五医師会（スポーツ委

|」


